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(百万円未満切捨て)

１．平成30年９月期第３四半期の連結業績（平成29年10月１日～平成30年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年９月期第３四半期 1,395 △6.5 △158 － △158 － △160 －

29年９月期第３四半期 1,491 △12.3 △375 － △375 － △246 －
(注) 包括利益 30年９月期第３四半期 △160百万円( －％) 29年９月期第３四半期 △266百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年９月期第３四半期 △22.28 －

29年９月期第３四半期 △34.32 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年９月期第３四半期 1,609 1,240 77.1

29年９月期 1,784 1,400 78.5
(参考) 自己資本 30年９月期第３四半期 1,240百万円 29年９月期 1,400百万円
　

　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年９月期 － 0.00 － 0.00 0.00

30年９月期 － 0.00 －

30年９月期(予想) 0.00 0.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．平成30年９月期の連結業績予想（平成29年10月１日～平成30年９月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,400 19.0 20 － 17 － 12 － 1.67
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年９月期３Ｑ 7,444,800株 29年９月期 7,444,800株

② 期末自己株式数 30年９月期３Ｑ 259,200株 29年９月期 259,200株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年９月期３Ｑ 7,185,600株 29年９月期３Ｑ 7,185,600株

　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ
ての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）４ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説
明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当社グループの事業セグメントは、証券ディーリングシステム、外国為替証拠金取引システム、取引所外取引システ

ム等の開発及び保守を中心とする「金融ソリューション事業」、ITサポート及びグループ経営管理ソリューションシス

テムの開発及び販売を中心とする「ビジネスソリューション事業」、機能性食材であるハナビラタケの健康食品や化粧

品等の開発及び販売を行う「ヘルスケア事業」及び「投資教育事業」の４つです。

　当第３四半期連結累計期間（以下、当第３四半期）の当社グループの連結経営成績は次の表のとおりです。

平成29年９月期
（前第３四半期）

平成30年９月期
（当第３四半期） 対前年同期比

(％)金額
(百万円)

百分比
(％)

金額
(百万円)

百分比
(％)

売上高 1,491 100.0 1,395 100.0 93.5

　金融ソリューション事業 1,129 75.7 1,017 72.9 90.1

　ビジネスソリューション事業 153 10.3 179 12.9 117.3

　ヘルスケア事業 207 13.9 195 14.0 94.4

　投資教育事業 １ 0.1 ３ 0.2 161.1

営業損失(△) △375 ― △158 ― ―

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △246 ― △160 ― ―

（注）各事業の売上高は、セグメント間の内部取引を含んでいません。

　当第３四半期の業績は、売上面ではビジネスソリューション事業で増収、主力の金融ソリューション事業やヘルスケ

ア事業は減収となり、全体では前年同期に比べ96百万円減少し1,395百万円となりました。また損益面では、ヘルスケア

事業において前年同期に棚卸資産の評価減や海外における多額の研究開発費等を計上したことも影響し、営業損失、親

会社株主に帰属する四半期純損失は大幅に縮小しそれぞれ158百万円と160百万円となりました。

　

　セグメント別の概況は以下のとおりです。

　なお、各事業の売上高は、セグメント間の内部取引を含んでいません。

　

（金融ソリューション事業）

　金融ソリューション事業は、当社の事業です。

　当第３四半期の経営成績は次のとおりです。

　 売上高 1,017百万円（前年同期比 90.1％）

　 セグメント利益 226百万円（前年同期比 91.9％）

　なお、金融ソリューション事業の売上内訳は、次の表のとおりです。

　

＜製品区分別＞

平成29年９月期
（前第３四半期）

平成30年９月期
（当第３四半期） 対前年同期比

(％)金額
(百万円)

構成比
(％)

金額
(百万円)

構成比
(％)

証券ディーリングシステム 748 66.2 653 64.3 87.3

取引所端末 208 18.5 201 19.8 96.4

外国為替証拠金システム 105 9.3 95 9.3 90.3

取引所関連システム 41 3.7 41 4.1 100.2

その他 25 2.3 25 2.5 100.5

合 計 1,129 100.0 1,017 100.0 90.1
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　証券ディーリングシステムの顧客の解約による影響があり、売上高は前年同期に比べ9.9％減少する結果となりまし

た。また引き続き前期に稼働した新システム『Spider』を主力製品に据えて新たな技術による付加価値向上のための開

発に注力し、その開発工数を要していることからセグメント利益は前年同期より8.1％減益となりました。

（ビジネスソリューション事業）

　ビジネスソリューション事業は、当社及び株式会社ビーエス・ジェイの事業です。

　当第３四半期の経営成績は次のとおりです。

　 売上高 179百万円（前年同期比 117.3％）

　 セグメント損失 １百万円（前年同期は49百万円のセグメント損失）

　自社開発の経営統合管理プラットフォーム「GroupMAN@IT e²」を大手企業から受注したことや、サポートセンター事

業の新規顧客を獲得し安定的な収入を獲得するなど一定の成果を得ることができた結果、売上高は前年同期に比べて増

加し179百万円となりました。損益面は、開発工数の削減によりセグメント損失が大幅に改善しました。

　

（ヘルスケア事業）

　ヘルスケア事業は、当社及び株式会社インタートレードヘルスケア（平成30年１月１日付で株式会社健康プラザパル

と株式会社らぼぉぐが合併し、商号変更）の事業です。

　当第３四半期の経営成績は次のとおりです。

　 売上高 195百万円（前年同期比 94.4％）

　 セグメント損失 141百万円（前年同期は304百万円のセグメント損失）

　平成30年１月に発売した新商品「ＩＴはなびらたけふりかけ」を中心に百貨店などでの販売を積極的に行い、一般消

費者に届きやすい販路に流通させたことや、医薬品卸大手の株式会社大木の専売品としてＩＴはなびらたけ配合のサプ

リメント「エストロリッチ」の発売を開始するなどにより、ヘルスケア事業売上におけるハナビラタケ製品売上の割合

は増加しています。損益面は、自社製品による売上構成比の改善や『ＩＴはなびらたけ』の研究に伴う研究開発費が前

年同期より大幅に減少したことや、前年同期に棚卸資産の評価減を計上した影響もあり、セグメント損失が縮小しまし

た。

　なお、分散していた経営資源を統合することで販売活動と管理業務の効率化による間接費削減を目的に、株式会社健

康プラザパルを存続会社として平成30年１月１日付で株式会社らぼぉぐと合併し、商号を株式会社インタートレードヘ

ルスケアに変更しました。

　

（投資教育事業）

　投資教育事業は、株式会社トレーデクスの事業です。

　当第３四半期の経営成績は次のとおりです。

　 売上高 ３百万円（前年同期比 161.1％）

　 セグメント損失 26百万円（前年同期は32百万円のセグメント損失）

　個人投資家向け投資セミナーを開催しています。当第３四半期は、26百万円のセグメント損失となりました。
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（２）財政状態に関する説明

　当第３四半期末の総資産額（負債及び純資産の合計額）は、前連結会計年度末に比べ175百万円減少し、1,609百万円

となりました。自己資本比率は77.1％、当座比率（当座資産÷流動負債、短期的安全性の指標）は349.8％であり、安定

性の高い財務体質となっています。

（資産）

　総資産合計1,609百万円のうち、現金及び預金が971百万円（構成比60.4％）を占めています。

　その他の主な資産は、受取手形及び売掛金190百万円（構成比11.8％）、棚卸資産（商品及び製品、仕掛品、原材料及

び貯蔵品）119百万円（構成比7.4％）、投資有価証券81百万円（構成比5.1％）となっています

　（負債）

　負債合計369百万円のうち、短期借入金、１年内返済予定の長期借入金及び長期借入金の合計が183百万円（負債及び

純資産に対する構成比11.4％）を占めています。

（純資産）

　純資産合計1,240百万円の内訳は、資本金1,478百万円、資本剰余金794百万円、利益剰余金△937百万円、自己株式△

95百万円等となっています。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　当社グループは金融市場の動向の影響を受ける事業環境にありますが、現時点では平成29年９月期決算短信記載の連

結業績予想で想定したとおりに進捗しており、連結業績予想の変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　該当事項はありません。
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３．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,177,588 971,812

受取手形及び売掛金 195,951 190,272

商品及び製品 38,582 40,854

仕掛品 1,305 70,235

原材料及び貯蔵品 9,569 7,952

その他 96,286 64,511

貸倒引当金 △91 －

流動資産合計 1,519,192 1,345,639

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 14,718 14,769

機械装置及び運搬具（純額） － 982

工具、器具及び備品（純額） 35,185 30,270

有形固定資産合計 49,904 46,022

無形固定資産

ソフトウエア 9,460 11,052

その他 1,247 1,247

無形固定資産合計 10,708 12,300

投資その他の資産

投資有価証券 81,577 81,577

その他 135,401 136,232

貸倒引当金 △11,851 △11,851

投資その他の資産合計 205,126 205,957

固定資産合計 265,739 264,280

資産合計 1,784,931 1,609,919
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 58,936 86,863

短期借入金 101,400 100,000

1年内返済予定の長期借入金 57,360 49,112

リース債務 1,048 26

未払法人税等 1,346 8,359

その他 90,021 87,851

流動負債合計 310,111 332,212

固定負債

長期借入金 71,153 34,077

退職給付に係る負債 2,852 2,949

固定負債合計 74,005 37,026

負債合計 384,117 369,238

純資産の部

株主資本

資本金 1,478,433 1,478,433

資本剰余金 794,264 794,264

利益剰余金 △777,114 △937,223

自己株式 △95,031 △95,031

株主資本合計 1,400,552 1,240,443

新株予約権 262 237

純資産合計 1,400,814 1,240,681

負債純資産合計 1,784,931 1,609,919
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年10月１日
　至 平成29年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年10月１日
　至 平成30年６月30日)

売上高 1,491,670 1,395,448

売上原価 1,135,850 942,859

売上総利益 355,819 452,588

販売費及び一般管理費 731,773 611,093

営業損失（△） △375,954 △158,504

営業外収益

受取利息 22 26

受取配当金 1,153 679

助成金収入 1,022 －

その他 132 895

営業外収益合計 2,331 1,600

営業外費用

支払利息 2,252 1,543

その他 6 43

営業外費用合計 2,259 1,586

経常損失（△） △375,882 △158,489

特別利益

新株予約権戻入益 25 24

投資有価証券売却益 139,547 1,610

違約金収入 － 60

特別利益合計 139,572 1,694

特別損失

固定資産除売却損 － 4

特別損失合計 － 4

税金等調整前四半期純損失（△） △236,309 △156,799

法人税、住民税及び事業税 3,897 3,309

法人税等調整額 6,400 －

法人税等合計 10,297 3,309

四半期純損失（△） △246,606 △160,108

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △246,606 △160,108
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年10月１日
　至 平成29年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年10月１日
　至 平成30年６月30日)

四半期純損失（△） △246,606 △160,108

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △20,300 －

その他の包括利益合計 △20,300 －

四半期包括利益 △266,906 △160,108

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △266,906 △160,108

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成28年10月１日 至 平成29年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

金融ソリュ
ーション事

業

ビジネスソ
リューショ
ン事業

ヘルスケア
事業

投資教育
事業

売上高

外部顧客への売上高 1,129,433 153,190 207,056 1,989 1,491,670 － 1,491,670

セグメント間の
　内部売上高又は振替高

－ 2,250 91 － 2,341 △2,341 －

計 1,129,433 155,440 207,147 1,989 1,494,011 △2,341 1,491,670

セグメント利益又は損失
(△)

246,474 △49,905 △304,233 △32,317 △139,982 △235,971 △375,954

（注）１．セグメント利益又は損失(△)の調整額△235,971千円は、主として各報告セグメントに配分していない全社

費用であります。全社費用は主に当社の管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成29年10月１日 至 平成30年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

金融ソリュ
ーション事

業

ビジネスソ
リューショ
ン事業

ヘルスケア
事業

投資教育
事業

売上高

外部顧客への売上高 1,017,153 179,721 195,368 3,205 1,395,448 － 1,395,448

セグメント間の
　内部売上高又は振替高

－ 1,250 64 － 1,314 △1,314 －

計 1,017,153 180,971 195,432 3,205 1,396,762 △1,314 1,395,448

セグメント利益又は損失
(△)

226,417 △1,603 △141,594 △26,427 56,791 △215,296 △158,504

（注）１．セグメント利益又は損失(△)の調整額△215,296千円は、主として各報告セグメントに配分していない全社

費用であります。全社費用は主に当社の管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　従来「自己資金運用事業」としていた報告セグメントを第１四半期連結会計期間より「投資教育事業」に名称変更

しております。これに伴い、前第３四半期連結累計期間につきましても、当第３四半期連結累計期間と同様に「投資

教育事業」と記載しております。

　なお、セグメントの名称変更によるセグメント情報に与える影響はありません。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（重要な後発事象）

子会社株式の売却

当社は、平成30年７月５日開催の取締役会において、当社の連結子会社である株式会社トレーデクスについて、

当社が保有する同社株式の全てを譲渡することを決議し、平成30年７月31日に全株式を譲渡しております。

１. 株式譲渡の理由

当社グループの経営資源をコア事業へ集中し、早期に業績を回復させ企業価値の向上を図るため。

２. 株式譲渡先の名称

株式会社日本證券新聞社

３. 株式譲渡日

平成30年７月31日

４. 売却する子会社の概要

（１） 名称 株式会社トレーデクス

（２） 事業の内容 投資教育、自己資金運用事業

（３） 取引内容 該当事項はありません。

５. 譲渡する株式の数、譲渡価額、譲渡損益及び譲渡後の持分比率

（１） 譲渡株式数 3,000 株

（２） 譲渡価額 3,000 円

（３） 譲渡損益 本株式譲渡による平成30年９月期の業績に与える影響は軽微であります。

（４） 譲渡後の持分比率 － ％
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